










高見佳樹（たかみ  よしき）土地の測量と社会の中の基準点 
              ―国土と歴史に対する理解を深めるために― 
山路正志（やまじ  まさし）日本の道路と自動車の現在 



















  点の数 線の数 次元  備考 
  １   ―   ０   一所懸命，一点突破，唯一無二 
  ２   １   １   二分法（dichotomy），二項対立，個人と社会 
  ３   ３   ２   三角形，平面形成，三角法，三角測量，紙の上，頭の中 
  ４   ６   ３   四面体，立体形成，現実世界 












すいように思います。点の数が４になると，線の数６と合わせて 10 です。歴史上，10 の
事項を同時に処理できた人物を私は一人しか知りません。聖徳太子の諡号で知られる厩戸
皇子，豊聡耳命です。まぁ普通は無理でしょう。 
 点の数３は次元に換算すると２次元です。私たちの暮らす世界は縦横高さがある３次元
ですが，頭の中で３次元の立体はなかなか想像しにくく，それに比べて２次元の平面は想
像しやすいように思います。人間が外界に向けた五感（センサー）のうち多くの人にとっ
て最も優位なのは視覚でしょう。その界面（インターフェイス）である網膜に写る像は，
おそらく２次元，このことが影響しているのかもしれません。 
 ２次元の平面図は頭の中だけでなく，日常に溢れている紙の上にも，黒板，ホワイトボ
ードにも描けるし，コンピューターのディスプレイも２次元です。ご存知，地図も，３次
元の現実世界をモデル化して，２次元の平面に縮約しています。 
 なお，点の数３といっても，序破急では線の数おそらく２，したがって，２次元の平面
を張ることなく，１次元の線状に並びそうです。同様に，点の数４の起承転結は線の数お
そらく３，この場合も，点の数４だからといって３次元の立体ではなく，１次元の線状か，
せいぜい２次元の平面でしょう。 
 逆に，偶に，こいつには，もしかして時間の軸が見えているのか，ということは，４次
元の世界から，私たち３次元の世界を見下ろしているのかと思わせる奴がいます。ただし，
すべて一瞬の間ですし，ほとんどは思い過ごしに違いありません。 
 いかがですか。点（要素）と線（関連）と，それらが張る次元という地理的見方・考え
方は，主体的な社会認識，合理的な世界認識にとても有効ですね。点（要素）の数でいう
と３，次元でいうと２次元をベースにすると，目前も周りも展望もよく見えてくるので，
社会や世界のことがよく分かるようになります。魔法の数字”３”，恐るべし。 
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